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（ご紹介）

平山るみ
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大阪音楽大学短期大学部 准教授

関西大学文学部教育学科心理学専修卒業。
京都大学教育学研究科博士課程 認定退学。修士
（教育学）。
2009年に大阪音楽大学短期大学部 助教として
着任。2014年より現職。

研究：思い込みなどによる認知バイアスを回避し，
適切に判断するために必要とされる批判的思考に
ついて。





それではご覧ください



ChatGPTをさわってみました
大阪音楽大学短期大学部

平山るみ





単刀直入に聞いてみました



単刀直入に聞いてみました



詰め寄って（？）みました



さらに詰め寄ってみました



試しに，尺八について
聞いてみました

事実とかなり異なります

正しい情報を一つ与えてみました

矛盾している・・・



矛盾があると指摘してみました

矛盾はない，と・・・

具体的に指摘してみました

矛盾が増えた・・・



新型コロナの陰謀論について
聞いてみました



信頼性の高い情報源にあたりなさ
いと言われていたので，情報源に

ついて聞いてみました



レポート等で引用すると良さそうなも
のも教えてもらえると良いな，と思っ

て聞いてみました

原典を見てみようとタイトルで検索したら，
全然違う著者でした



著者が合っているか聞いてみました

念押しで聞いてみました

どないやねん・・・



現在のChatGPTは・・・

•形式が整った三段論法課題では正答できるが，複雑な（？）
情報になると矛盾を回避できない。

•一般論は得意。

•具体的になると，誤った情報も多い（内容による？）。

•合っている部分，間違っている部分が混在する。

•「分からない」「知らない」と言わずに，適当に何かを答え
てくる。

•「自信なさそうな表情」といった手掛かりがない。

・・・やはり「理解」というものがない。



批判的思考は，かなり必要
•そもそもの「インターネットの情報は玉石混淆」という点
は変わらない。

•個々の情報の正しさを「規準に基づき判断」してくれるわ
けではない。自分で判断するしかない。

•しかも，さまざまな情報をガラガラポンして（共起関係に
基づいて組み換え？）流暢に堂々と（？）誤情報を述べる。

・・・より疲れる気がする。

今回はChatGPTを例にとりましたが，批判的思考が必要なの
は，Bingも同じ（回答の表現の仕方は違いますが）。



ChatGPTが正しい情報のみ答えるように
なっても批判的思考は必要

•「自分が思っているのと違う」という情報を見せられたと
き，受け入れられなければ仕方がない。

•一般論については現在でもあまりおかしなことは言ってい
ないかも知れないが，その情報を具体的に活用するために
は，個別の状況の情報収集や分析といったことが必要。

•やはり，AIがどこまで発達しても，批判的思考の必要性がな
くなることはないのでは？

•主権者として生きていくためには，批判的思考はやはり必
要と思われる。
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